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長浜市病院事業経営支援等業務仕様書 

 

１ 業務名称 

長浜市病院事業経営支援等業務 

 

２ 業務目的 

 長浜市病院事業経営支援等業務（以下「本業務」という。）は、市立長浜病院及

び長浜市立湖北病院（以下、「市病院事業」という）における費用削減策及び増収

策の検討・伴走型実行支援などにより、喫緊の課題である収支改善の実現と、抜本

的改革による安定的な経営基盤の再構築を図ることを目的とする。 

 

３ 履行期間 

契約締結日の翌日から令和８年３月３１日までとする。 

 

４ 業務場所 

 滋賀県長浜市大戌亥町３１３番地 市立長浜病院 

 滋賀県長浜市木之本町黒田１２２１番地 長浜市立湖北病院 

 

５ 業務の目標 

最短で令和８年度の経常収支を均衡させることを目標とし、下記６の業務を行う

こと。 

 

６ 業務内容 

 (1) 経営状況の分析・改善の提案・伴走型の実行支援 

  ① 市病院事業の平成２４年度以降の財務状況を総点検した結果を示した上で、

経営改善に関する増収・費用削減提案と効果額試算 

    ア 現職員体制・医療機能等体制を維持しながら可能となる経営改善策およ

び見込額の提案（不採算の医療機器や材料費等の見直し、経費（委託料、賃

借料等）の適正化等） 

    イ 現医療機能等体制を維持しつつ、費用削減につながる職員体制の提案と

効果額試算 

    ウ－１ 最短で令和８年度の経常収支均衡とする改善目標を実現するための

大胆な経営改善策の提案 

ウ－２ 遅くとも令和１１年度末までに経常収支均衡を達成するとした場合

（令和８年度末までに経常損失を１２億円まで改善するとした場合）、それ

を実現するための経営改善策の提案 

 ＜ウ－１、ウー２共通事項＞ 

     ※ 目標達成のための医療機能（診療科、施設基準等）の縮小も提案して

よい。ただし、地域に必要な医療機能は残すこと。 

     ※ 人件費については、安易に給与カット、賞与カットを提案するのでは

なく、医療機能・患者数等に応じた職員体制の見直しや収支に見合った



2 

人事給与体系の見直しを通じた削減提案とすること。 

     ※ ＤＰＣデータやベンチマーク等を利用するなど、根拠に基づいた提案

を行うこと。 

     ※ 病院ごとの提案だけではなく、病院事業全体として所有する資源（人

材・資産）を相互に有効活用できる提案を行うこと。 
 

② 「５ 業務の目標」に掲げる目標達成のための伴走型の実行支援を行うこ

と。 

 

 (2) 専門知識を活用した経営改善に向けた現場への助言・指導を行うこと。 

  ① 市病院事業の現場へ直接参加し、職員に対し、経営改善に向けた助言・指

導の支援を定期的に行うこと。 

    具体的には、市病院事業の医師や看護師、医療技術職員、薬剤師、事務職

員等との直接的な対話を通じて、経営改善に向けた助言・指導を行う。 

    対話とは、市病院事業の各病院で開催される院内会議への現地出席により

行うものとする。状況により、オンライン会議形式での出席を可とする場合

がある。 

  院内会議に関しては、経営健全化検討会議、幹部会議、診療局会議等の伴走

支援及び、経営改善に関する実行支援（会議出席、経営改善提案と進捗管理な

ど）を想定している。 

  なお、助言・指導を受けた事項は、市病院事業職員が各病院内の関係組織に

伝達し、実行に移していく想定としている。 

 

② 本業務担当の事務局職員と、上記(2)①に記載の会議のほか、本業務の全般

に関する定例会議（週１回を基本とし、回数は市病院事業と受注者が協議して

設定。）を開催することとし、その伴走支援を行うこと。 

 

③ 経営改善状況を病院事業から外部へ報告する際の資料作成等を行うこと。外

部への報告とは、長浜市議会への報告、経営強化プラン評価委員会への説明等

を想定している。 

 

④ その他、市病院事業職員の伴走支援を行うことを通じて、全職員の病院経営

に係る意識醸成と安定的な経営基盤の再構築に寄与すること。 

 

 (3) 本業務の実施結果に係る評価 

 上記６(1)及び(2)に関する月次及び年次の業務実績報告(活動履歴や提案項

目とそれらの成果など)及び市病院事業が指定する資料等を本業務の成果物と

して市病院事業に提出すること。 

 

 (4) その他業務 

 上記に明記されていない事項についても、目標を達成するために必要と認
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められるものについては、市病院事業と受注者で協議の上、積極的に行うも

のとする。 

 

７ 成果品 

 (1) 本業務の成果品は、次のとおりとする。書面資料の書式、成果品のデータ形

式及び提出方法等については、市病院事業と受注者が協議の上、決定する。 

  ① 経営改善に関する費用削減・増収提案と効果額試算 

    書面１部及びデータ１式 

   （早期実行を念頭に、令和７年４月から７月に作成し、完成したものから順

に提示を求める） 

② 月次報告書 書面１部及びデータ１式 

③ 年次報告書 書面１部及びデータ１式 

④ その他参考資料がある場合は、当該書面資料を書面１部及びデータ１式 

 

 (2) 本業務における成果品は、市病院事業が使用・公表することができること。 

 具体的には、長浜市議会への報告、経営強化プラン評価委員会への説明、市

病院事業ホームページでの公表などを想定している。 

 

８ 引渡し前における成果品の使用等 

履行期間途中においても、市病院事業はそれまでの成果の全部又は一部を使用す

ることができるものとする。 

 

９ 注意事項 

 (1) 受注者は、業務の実施に当たり、本仕様書に定めるもののほか、関係法令及

び関連計画、基準等を適切に反映遵守し実施すること。 

 (2) 成果物及び作成途中の資料については、途中の成果物も含め著作権、版権の

全ての権利について市病院事業に帰属する。また、市病院事業の許可なく使用

し、または掲載してはならない。 

 (3) 受注者は、本事業を一括して第三者に委託し、または請け負わせることがで

きない。ただし、業務実施のために必要と思われる業務については、受注者と

協議の上、業務の一部を委託することができる。 

 (4) 業務を適正かつ円滑に実施するため、市病院事業と受注者は随時に打ち合わ

せを行い、業務方針の確認、条件等の疑義を正し、その内容について相互に確

認すること。また、受注者は、市病院事業の求める書類提出に適時応じるこ

と。 

 (5) 受注者は、業務の進捗状況に関して市病院事業に対して定期的に報告を行う

こと。 

 (6) 本業務について必要な市病院事業に関する資料を受注者が収集する際は、市

病院事業の担当職員と協議した上で行うものとする。 

 (7) 受注者は、本業務により知り得た内容等について、本業務の履行期間中及び

業務終了後においても、機密保持のため十分な体制で適切に保管し、第三者に
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その情報を漏らしてはならない。また、本業務目的以外に利用しないこと。 

 (8) 受注者が本事業を行うに当たって個人情報を取り扱う場合には、個人情報の

保護に関する法律（平成 15 年法律第 57 号）他、個人情報保護に関する関係

法令を遵守し、その取扱いに十分留意し、漏えい、滅失及びき損の防止その他

個人情報の保護に努めること。 

 (9) 業務の実施に関し疑義が生じた場合や、この仕様書に定めのない事項につい

ては、その都度市病院事業と受注者が協議の上、決定するものとする。 

 

１０ 本業務の責任者及び担当者の要件 

 (1) 受注者は、市病院事業と協議を行い、医療政策及び病院経営について相当な

知識や技術を持ち、経営改善に関連する現場参加と適切なアプローチを実施で

きる力量を有し、適切で迅速な提案を行うことのできる人員を配置すること。 

 また、本業務に関する責任者を選任し、市病院事業に報告すること。 

 (2) 担当者は、令和２年４月１日以降において、２００床以上の病院の経営改善

支援業務に従事した経験を有すること。 

 (3) 受注者は、本業務の責任者及び担当者に不測の事態が生じ、本業務の履行に

支障が生じる恐れのあるときは、市病院事業と協議の上、速やかに代替者を配

置すること。 

 (4) 受注者は、本業務を履行するに当たり事故が発生した場合には、速やかに市

病院事業に報告すること。事故の内容により、市病院事業が公表の必要がある

と判断した場合には、受注者名を公表する場合があることに留意すること。 

 

１１ 市病院事業の概要（令和７年１月１日現在） 

 項目 市立長浜病院 長浜市立湖北病院 

病床数 許可病床数 一般      ４６１床 

療養     ５２床 

回復期リハビリ ５２床 

計       ５６５床 

一般    ８３床 

うち地域包括ケア３５床 

療養    ５７床 

計    １４０床 

 稼動数 一般      ３４５床 

療養       ５２床 

回復期リハビリ ５２床 

計       ４４９床 

一般    ６０床 

うち地域包括ケア２０床 

療養    ５７床 

計    １１７床 

 休床数 一般      １１６床 一般    ２３床 

診療科 ※標榜診療科 ２３科 

内科、神経内科、呼吸

器内科、消化器内科、

循環器内科、小児科、

外科、呼吸器外科、整

形外科、形成外科、脳

神経外科、心臓血管外

１８科 

内科、精神科、神経内

科、呼吸器内科、消化

器内科、循環器内科、

外科、整形外科、泌尿

器科、皮膚科、小児

科、婦人科、眼科、耳
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科、皮膚科、泌尿器

科、産婦人科眼科、耳

鼻咽喉科、放射線科、

麻酔科、歯科、歯科口

腔外科、リハビリテー

ション科、病理診断科 

鼻咽喉科、歯科口腔外

科、麻酔科、放射線

科、リハビリテーショ

ン科 

患者数 外来 令和5年度 ２１８,２０３人 ６２,１９１人 

 外来 令和6年度 

   4月～12月実績 

１６５,３３０人 ４８,４１１人 

 入院 令和5年度 １２２,３１７人 ３５,３０８人 

 入院 令和6年度 

4月～12月実績 

８８,９６８人 ２８,８７９人 

医療機能 ※主な認定・指定を記載 日本医療機能評価機

構認定病院 

地域がん診療連携拠

点病院 

臨床研修指定病院 

地域医療支援病院 

救急告示病院 

国際規格 ISO15189 認

定 

がんゲノム医療連携

病院 

ERAS
®

 (術後早期回復

プログラム)認定病院 

国民健康保険直営診

療施設 

へき地医療拠点病院 

在宅療養支援病院 

地域包括医療・ケア

認定施設 

臨床研修病院（協力

型） 

救急告示病院 

 

職員数 医師・歯科医師       １０４人 １２人 

 看護師       ５１４人 １５５人 

令和6年 技術職       １４１人 ４３人 

10月現在 事務職       １２３人 ４３人 

 その他       １５８人 ２５人 

 計     １,０４０人 ２７８人 

決算状況 令和5年度 医業収益 １３,５４５,０３９千円 １,９３８,５２６千円 

  医業費用 １４,６０８,７４３千円 ２,７７４,６５５千円 

  老健療養収益 - ４２４,１７９千円 

  老健療養費用 - ４４７,５００千円 

  医業外収益 １,１７１,４６８千円 ８４７,３３９千円 

  医業外費用 ９８１,４３３千円 ２５６,９８４千円 

  老健療養外収益 - ９,００９千円 

  老健療養外費用 - １０,７７０千円 

  経常損益 ▲８７３,６６９千円 ▲２７０,８５６千円 
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 令和6年度  医業収益 １４,０７４,０１１千円 ２,０５２,５２８千円 

 見込 医業費用 １６,００４,１４７千円 ２,９２９,７７４千円 

  老健療養収益 - ４５５,０６６千円 

  老健療養費用 - ４７１,４２４千円 

  医業外収益 ８６１,７５９千円 ７３０,７９７千円 

  医業外費用 ９４０,５４３千円 ２３１,３５５千円 

  老健療養外収益 - ６,１２７千円 

  老健療養外費用 - １２,６１５千円 

  経常損益 ▲２,００８,９２０千円 ▲４００,６５０千円 

 

※長浜市立湖北病院は介護老人保健施設「湖北やすらぎの里」を併設している。 

入所定員 ８４人 

通所定員 １０人 

職員数 

 

令和6年 

10月現在 

理学・作業療法士 ６人 

看護師 ９人 

准看護師 ３人 

事務員 ４人 

社会福祉士 １人 

介護職員 ２８人 

管理栄養士 ２人 

介護助手 ８人 

食事介助 ６人 

運転手 ２人 

計 ６９人 

延べ療養者数 入所者   令和5年度 ２４,６７１人 

入所者   令和6年度 

    4月～12月実績 

１８,８７６人 

短期入所者 令和5年度 ３,７４８人 

短期入所者 令和6年度 

    4月～12月実績 

２,６８３人 

通所    令和5年度 １,３７９人 

通所    令和6年度 

    4月～12月実績 

１,２５４人 

 


